
新・社会と情報
2019～2021年度用　内容解説資料

本資料は内容解説資料として、一
般社団法人教科書協会「教科書発
行者行動規範」に則っております。

高等学校共通教科「情報」

116 日文
平成29年（2017年）度版高等学校情報科内容解説資料

○○○○○○○  No.00 

日文 内容解説資料

平成 28年（2016年）4月 10日発行
平成 30年（2018年）4月 10日3刷

2018～2021年度用　内容解説資料
新・情報の科学

CD22150

Design / Keiko Okada（ok design）　Photo / Makoto Shima

平成28年（2016年）4月10日発行
本書の無断転載・複製を禁じます。

CD22148

教科「情報」メール
関連ニュースや研究会情報などを月に１回配信。
配信のご登録は右記のQRコードまたはURLからお
願いいたします。
https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/joho/joho_mail/

⃝「情報」教科書・指導書
年間指導計画例，シラバス・評価規準などの教科書関連情報のほか，
指導書に関する情報を掲載しています。

⃝副教材
教科書準拠教材「情報のノート」や情報最新トピック集などの副教材
を紹介しています。

⃝メールマガジン，機関誌・教育情報
教科「情報」メールの配信をご希望の場合は，こちらの登録フォーム
よりお申込みください。また，機関紙や教育情報コーナーでは，バッ
クナンバーをはじめ，授業に役立つコンテンツを掲載しています。

日本文教出版Webサイト
教科書・副教材の関連データをはじめ，機関誌のバックナンバーな
どをWeb上で提供しています。

https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/joho/

日文は教科「情報」を
サポートします。

教授用資料  

Scratchとドリトルではじめるプログラミング
～６STEPでプログラムの基礎がわかる～

プログラミング言語「Scratch」と「ドリトル」を用いた実習で活用す
るための教授用資料です。弊社Webサイトにも掲載しています。
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新・見てわかる社会と情報

もっと「見てわかる」を目指して

新・情報の科学

「難しい」をできるだけわかりやすく

社会と情報 見てわかる社会と情報 情報の科学

資料集のように使える
丁寧な記述

多彩なイラストで
生徒の関心を高める

幅広い情報の世界を
正確に，丁寧に
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新・社会と情報
　序　章　　「社会と情報」とは

　第 1章　　情報社会に生きるわたしたち

　第 2章　　情報社会とディジタル技術

　第 3章　　 情報社会と情報システム

　終　章　　情報社会と問題解決

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

point

point

point

「何を学ぶか」をわかりやすく。

アカデミック・スキルズを核として。

教科書から広がる情報社会を見る目。

日本文教出版「情報」の教科書　

教科書としてのスタンダードを追求，バランスのとれた構成。

関西大学　教授　黒上晴夫

著者からのメッセージ

今回は，内容を「基本」と「資料」に分
け，文章や図版の要点をしぼり，授業で
扱いやすいバランスを追求しました。問
題解決の手順も「アカデミック・スキル
ズ」を中心として手順を具体的に示し，
先生方が授業イメージを持ちやすい内容
になっています。本文とアカデミック・
スキルズの関連を強める「テーマ例」

は，生徒自身が教科書からテーマを選
び，情報を集め，その組み立てを考えら
れるしかけになっています。「情報」で
学ぶべきことは，世の中にある情報をど
のように取り出して新しい情報に編集し
直すかという，そのノウハウです。高校
生が直接社会と関わって社会を動かすた
めの道筋を本書で示せればと思います。

社情317 情科310 社情306 情科305社情307

社情316

「情報」教科書一覧　※p.2の各教科書については別途，内容解説資料をご用意しています。p.3の教科書については『平成25～28年度用内容解説資料』　　にて解説しています。
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Ⅰ
1. 3.

point

「何を学ぶか」をわかりやすく。

チェックリストを拡充し，章扉で学びをナビゲート。 「基本」と「資料」に整理された本文の構成。

チェックリストで
楽しむ自己評価
情報モラルやPCの基本操作など，中
学校までの学習内容を確認するチェッ
クリストを設けています。点数を合計
してつくるレーダーチャートは自己評
価を楽しむための遊びゴコロ。教科書
１冊，学ぶ前と後でグラフの形を比べ
てみるのも面白いはずです。

情報科の学習内容は奥が深いものです
が，すべての高校生に知っておいて欲
しい内容を確実に学びとってもらうに
は，内容を精選し，要点をしぼる必要
があります。教科書を読めば生徒が自
分で理解できるレベルを基準に，わか
りやすい記述を心がけました。

2.
章の扉で
学びをナビゲート
各章扉を見開き構成とし，それぞれの
章で学ぶ内容やキーワード，章末で取
り組むアカデミック・スキルズの実習イ
メージをまとめました。各章で何を学
ぶのか，その全体像を生徒が把握でき
るため，ゴールを見据えた自発的な学
習が促されます。

4.
「資料」で得る
知的充実感
「なぜ？どうして？」の気持ちに駆られ
た生徒の学習意欲には際限がありませ
ん。先生にも「教えたい！」と思う内容
があります。見開き単位で適宜はさみ
こまれる「資料」のページでは，生徒の
熱意や先生のこだわりにお応えするた
めの内容をご紹介しています。

すべての生徒に
知って欲しい
情報の「基本」
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Ⅱ
point

アカデミック・スキルズを核と して。

　章扉に示された流れ　
章扉には，各章で取り組むアカデミック・スキルズの流れをイラ
ストで示しました。どの実習の流れも，必要な「情報」や「デー
タ」を集めること，それを役立てること，に意識が向くように
配慮しています。

理論と実習，問題解決をつなぐ
問題解決に必要な汎用的な知識や技能を「アカデミック・スキルズ」と
いいます。本書ではそれを実習のタイトルにしています。本文に示され
た「テーマ例」から課題を選び，「レポートの作成」，「プレゼン
テーション」，「数値データの活用」などに取り組みなが
ら，終章の「問題解決」に向けた準備をします。

　具体的な操作手順の提示　
アカデミック・スキルズでの実習の流れに
沿って，文書処理ソフトウェア，プレゼン
テーションソフトウェア，表計算ソフトウ
ェアの操作をスクリーンショットも載せ
ながら解説しています。生徒にとっては
この解説が実習マニュアルになります。

　実習と座学のつながり「ASテーマ例」　
教科書の本文には，見開きごとに内容に関連した「ASテーマ
例」を置いています。アカデミック・スキルズの手順を参考に，取
り組むテーマを本文から選択することで，実習と座学の有機的
なつながりを持たせることができます。
※AS：Academic Skillsの頭文字をとった略称。



身近な題材からの
理解
ディジタル化の単元は，先生にとっては教え
がいのあるところ。でも，生徒は難しく感じ
ることが多いようです。このギャップを少し
でも埋めるために，生徒がいつも持ち歩いて
いるスマートフォンで音楽がどのように扱わ
れているかを大きめのイラストで描きました。
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Ⅲ
point

教科書から広がる情報社会を  見る目。

巻頭・巻末資料からの広がり
巻頭・巻末資料は生徒の関心の対象を，教科書の内にも外にも広げ
ます。今回の改訂では「コミュニケーションと情報社会（年表）」，「情
報とデザイン」，「防災と情報技術」などを新たに設けました。

科学と社会の
つながり
「モデル化とシミュレーション」，「データベース
とビッグデータ」，「アルゴリズムとプログラミ
ング」など，「情報の科学」の内容も資料ページ
で少しだけ紹介しています。こうした考え方
や手法が，社会をよくしているのだというこ
とも知ってもらうためです。

議論を通してつくり上げる
「自分なりの考え」
本の最後に「未来の情報社会」を考える議論のテーマを5つ紹介して
います。ここは「社会と情報」の総仕上げ。決まった答えが有るよう
で無い事柄について，みんなで話し合い，人の意見や考え方に触れ
ながら，生徒は「自分なりの考え」に気づいてくれるはずです。
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サクサク読んでいける
風通しのよいデザイン。

アートディレクター　hooop

武田英志氏デザイナーからのメッセージ

イラスト
イラストを多用し，親しみやすく，
楽しい紙面にしました。各ASテ
ーマ例に配置された人物イラスト
は，セリフとして学習内容のポイ
ントやヒントを語り，生徒の気づ
きや理解を助けます。

本文と側注
詳細な説明や関連項目の説明は側
注で行い，本文では，要点をしぼ
った簡潔な記述を心がけました。
文字が与える圧迫感を抑え，でき
るだけ生徒に負担感を与えないよ
う工夫しています。

1 2

シンプルなデザイン
ぎゅっと詰まったデザインは，文
字と同じく読み手に負担感を与え
ます。不要な罫線やグラデーショ
ンによる演出は極力控え，レイア
ウト上の区分けは，余白と最低限
のアミカケで行っています。

図解
今回の教科書の編集にあたっては，
「見開きの3分の1以上が図やイラ
ストになるようにする」というルー
ルを執筆者の間で共有し，できる
かぎり文章ではなく図解を用いて
説明しています。
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表紙のコンセプト
3DCGで用いられるポリゴン風に「コンゴウ
インコ」を描きました。色彩の鮮やかさは
「表現力」を，人の言葉を使って会話を楽し
む特徴から「コミュニケーションの楽しさ」
を，そして，大きく翼を広げてはばたくイ
メージには，教科書で学んだ力を大いに発
揮し，社会で活躍して欲しいという「巣立
ち」の思いを込めました。

教科書は学習のためのもので，まずは「わかりやす
い」ことが重要だと考えました。子ども向けの学習教
材には，文字に影をつけて立体感を出したり，グラ
デーションで見栄えよく仕上げている処理が多いこと
に気づきます。でも，それはむしろ内容への関心や理
解を妨げているのではないか。デザインにあたって

は，無駄な装飾を排除し，色数やフォントの種類も抑
えました。その分，フォントのジャンプ率を調整し，
本文・イラスト・図など，構成要素の間隔を 1つひと
つ検討のうえ，紙の白地も 1色として活用していま
す。子どもたちの目や意識が，自然と学習内容に行く
紙面になったのではと考えています。
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「社会と情報」とは序章 ①「情報」とは何かを考える。

②「社会と情報」での学習に見通しを持つ。
③自己評価を通して自身の課題を見つける。

4～6

第1章 情報社会に生きる
わたしたち

①コミュニケーション手段の発達について理解する。
②インターネット上のコミュニケーションサービスについて知る。
㊮SNSの特徴と利用上の注意点を理解する。
㊮インターネット上のコミュニケーションの特性と注意点を理解する。
③情報の信憑性を判断する方法を理解する。
㊮メディア・リテラシーとは何かを考える。

4～5

④情報漏洩やマルウェアの被害を防ぐ方法を知る。
⑤サイバー犯罪の特徴と防止策を理解する。
⑥知的財産権とその保護の目的を理解する。
⑦著作物の取り扱い方について理解する。
⑧個人情報，プライバシー，肖像権について知る。

6
アカデミック・スキルズ①
レポートの作成

■レポート作成の一連の流れに取り組む。
■文書処理ソフトウェアの基本操作を身に付ける。

2～3
第2章 情報社会とディジタル技術 ①情報を数値であらわすという考え方を理解する。

②情報量の単位について理解する。
③アナログとディジタルの違いや特徴を理解する。

6～7

④コンピュータでの文字の扱いを理解する。
⑤音楽プレーヤの利便性とディジタル技術の関連を理解する。
⑥音のディジタル化のしくみを理解する。
⑦画像のディジタル化のしくみを理解する。
⑧画像のファイル形式について理解する。
㊮ファイルサイズや圧縮率の計算方法を知る。
㊮圧縮のしくみや考え方を知る。

2～4

⑨インターネットの基本プロトコルを理解する。
⑩WWWと電子メールのしくみを理解する。
㊮プロトコルの階層構造，TCPとUDPの違いについて知る。
㊮コンピュータネットワークの構成について知る。

6
アカデミック・スキルズ②
プレゼンテーション

■プレゼンテーションの一連の流れに取り組む。
■スライド作成の基本操作を身に付ける。

第3章 情報社会と情報システム ①情報システムと社会のつながりを理解する。
㊮モデル化とシミュレーションの考え方を利用する方法を知る。
②情報システムの具体例について知る。
③ポイントカードを例に，企業による個人情報の活用例を知る。
㊮データベースの役割や，ビッグデータの可能性について知る。
㊮通信の暗号化について知る。
④情報セキュリティや安全設計の考え方について理解する。

2～3

⑤コンテンツ産業の多様性について理解する。
⑥情報社会を支える職業や，ものづくりと情報技術との関連を理解する。
㊮アルゴリズムとプログラミングの考え方を知る。

1～2終章 情報社会と問題解決 ①情報格差についての問題意識を持つ。
②テクノストレスやインターネット依存に対する問題意識を持つ。

3～5

③問題とは何かを知り，基本的な問題解決の流れについて理解する。
④アイディアを広げる方法について理解する。
⑤問題の明確化の流れを理解する。
⑥解決策の検討の流れを理解する。
⑦アンケート調査の方法を，実施時に考慮すべきことを含めて考える。

6
アカデミック・スキルズ④
仮説と検証

■「仮説と検証」の一連の流れに取り組む。
■研究発表の方法や留意点について理解する。

6
アカデミック・スキルズ③
数値データの活用

■数値データ活用の一連の流れに取り組む。
■表計算ソフトウェアの基本操作を身に付ける。

序章全体

各章の章扉
各章のアカデミック・スキルズ

各章の本文全体

各章のアカデミック・スキルズ

終章全体

８　[議論 ]未来の情報社会

2

各2

各2

各
10～12

8～12

4～8

■ 「社会と情報」の全体像を，章扉を利用して把握した上
で，自己評価①，②に取り組む。

■ 章扉で章の学習内容の全体像を把握し，アカデミック・
スキルズでの実習の流れを確認する。

■ 本文に配置されたそれぞれのASテーマ例について，着
目すべき点を確認し，あたるとよさそうな文献・資料
などに見通しをつけた上で，クラス内でテーマの分担
を行う。

■ アカデミック・スキルズの解説に沿って，担当するテー
マに関する情報を集め，課題を仕上げる。

■ クラス内の成果物を共有して質疑などを行い，必要に
応じて自己評価，相互評価などを行う。

■ クラス内で章の学習内容についての疑問点などを出し
合い，教師の解説等を聞く。

■章末問題に取り組む。

■ 問題解決の流れを確認し，グループに分かれてテーマ
を設定し，問題解決に取り組む。

■ 仮説・検証型の研究を行う場合は，アカデミック・スキ
ルズ④を参考にする。

■ グループの成果は発表形式で報告し合い，クラス内で
共有するとともに，レポートにまとめ，自己評価，相
互評価を行う。

■ 教科書にある議論のテーマから１つを選択し，クラス
全体で話し合う。または，グループごとに異なるテー
マで議論し，議論の経過や結論などを互いに発表する
活動なども考えられる。

※ アカデミック・スキルズを主軸としたカリキュラムとすることで，生徒の「主体的・対話的で深い学び」を促すこと
ができるという考え方です。
※第1章～第3章は，各章単位で以下の表に示した活動を繰り返す想定です。
※実習に取り組む単位を，個人にするかグループにするかは各学校の判断です。
※本文をもれなく分担できれば，学習指導要領の内容を網羅することができます。

56～70

56～70

A　教科書の構成順序に沿った例 B　アカデミック・スキルズと問題解決を重視した例 

2８［議論］未来の情報社会 ■未来の情報社会について，基本的な考え方の枠組みに沿って，論点を
意識しながら議論する。
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●各章のとびらで内容の全体像を捉えることができ，学習項目の関連を意識できる。

●SNS関連の記述が豊富で，高校生の身近な環境を踏まえた指導ができる。

●「クラウド」や「ビッグデータ」等の新しい題材が取り上げられている。

●「資料」の扱いで「情報の科学」で取り上げられる内容に触れることができ，新学習指導要領に備えるこ
とができる。

●巻頭・巻末には「情報デザイン」や「ユニバーサルデザイン」，「防災と情報技術」などが図解されていて，
指導に役立つ。

内容（特色のある教材や記述）1
●ページ番号上下に2進表現と16進表現が併記され，基数変換の理解を助けることができる。

●ディジタル化の単元では，音楽プレーヤやディジタルカメラのしくみを導入に置くことで，難しい内容
にも興味を持って取り組むことができるよう工夫されている。

●見開き右下に示されたパラパラ漫画は，動画のしくみの理解を助けることができる。

●キーボード操作に不慣れな生徒が増える傾向にある中，巻末に「キーボード配列の例」があり，コンピュー
タが無い場所でも内容が確認できる。

創意工夫（学習の動機づけ等の工夫）5

●数学で学んだ統計分野の知識を，実際に活用する場面が「アカデミック・スキルズ」や「問題解決」に用意
されている。

●公民科の「現代社会における諸課題」と，終章に置かれた「議論」の題材を関連付けることで，「情報的な
見方・考え方」を深めることができる。

●「アカデミック・スキルズ」や終章「問題解決」での経験を通して身に付けた情報活用の実践力は，他教科
や「総合的な学習の時間」での学び，卒業後の進路においても役立つ。

学習の深まり（他教科，総合的な学習の時間との関連等）6

●ソフトウェアの操作を解説するページでは，具体的な画面が掲載されていてわかりやすい。

●特殊なソフトウェアの利用が想定される実習はない。

●実習で必要になる各種データや完成例のファイルは，教授資料等でサポートされている。

学習環境への配慮（学校の独自性への配慮）7

●全ページ４色刷りでカラーユニバーサルデザインにも配慮されており，印刷も鮮明である。

●長期間の使用に耐えられるよう表紙は丈夫で防水性もあり，製本も堅牢である。

●環境への配慮から再生紙と植物油インキが使用されている。

●教科書での指導を支援する教授資料や周辺教材が充実している。

●教授資料には教科書のディジタルデータが添付されているため，必要に応じて加工するなどして便利に
活用できる。

その他（その他の全体的特徴，周辺教材の状況）8

●序章のチェックリストは生徒の理解度を把握するのに活用できるほか，自己評価にも使える。

●情報モラルに関連する内容が１章にあり，授業の導入として利用しやすい。

●基本的内容と資料的内容が区分けされていて，要点がつかみやすい。

●各章末の「アカデミック・スキルズ」で，問題解決に必要な基礎・基本を無理なく習得できる。

●「アカデミック・スキルズ」のテーマ例が本文にあり，理論と実習との関連を付けやすい。

構成（特徴のある単元の組織・配列）2

●要点をしぼった解説で，深入りするところはなく，生徒が無理なく学習できる。

●生徒の身近な問題，社会的に注目されているトピックなどは「資料」として扱われていて，生徒の興味・
関心に応じて学習に広がりを持たせることができる。

●ソフトウェアを利用する実習は具体的な流れが示されていて，目標の設定も適切である。

●学習内容のバランスがよく，１年間で学習を終えられる適切な分量である。

分量（教材の分量や詳しさのバランス）3

●本文での解説は冗長な部分はなく，適切である。

●生徒にとって馴染みのない用語の意味が側注で説明されていて，その説明は正確である。

●イラストや図解が充実していて，視覚的に内容を理解しやすい。

●無駄のない簡潔なレイアウトですっきりとした印象があり，読みやすい。

表記・表現（使用上の便宜）4


